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年
頭
に
あ
た
って 青

森
県
商
工
会
連
合
会 

会
長 

今 
 

誠 

康 
 

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
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平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業

推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
か
ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
、
県
内
は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
特
に

太
平
洋
岸
に
位
置
す
る
八
戸
市
・
三
沢
市
・
階
上

町
・
お
い
ら
せ
町
は
津
波
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
中
旬
に
発
生

し
た
台
風
十
五
号
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
豪
雨

に
よ
り
、
南
部
町
を
は
じ
め
、
県
南
地
域
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
今
の
経
済
情
勢
は
、
震
災
・
台
風
な

ど
度
重
な
る
自
然
災
害
の
影
響
に
よ
る
景
気
後

退
、
欧
米
諸
国
の
信
用
不
安
等
に
起
因
す
る
円
高

な
ど
、
企
業
経
営
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
以
前

よ
り
、
過
疎
化
や
尐
子
高
齢
化
、
売
上
低
迷
な
ど

に
よ
り
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
会
員
の

脱
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
組
織
率
低
下
が
問
題

と
な
り
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い
課 

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
商
工
会
は
、
一
日
で

も
早
く
震
災
・
災
害
か
ら
立
ち
直
る
べ
く
、
本
県

中
小
企
業
の
振
興
発
展
と
地
域
経
済
の
再
生
強

化
に
向
け
て
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
観
光
産
業
の
振
興
や
農
商
工
連
携
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
雇
用
創
出
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
・
地
域
住
民
・
行

政
に
必
要
と
さ
れ
る
組
織
と
し
て
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
巡
回
指
導
の
強
化
に
よ
る
会
員
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
き
め
細
や
か
な
相
談
・
指
導
を
行
う
と

と
も
に
、
創
業
・
経
営
革
新
支
援
、
若
手
後
継
者

育
成
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
振
興
・
発
展
に
一
層

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
各

位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各

位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
輝
く
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
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全
国
商
工
会
連
合
会 

 

会
長 

石 

澤 

義 

文 
 

年
頭
に
あ
た
って 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一

言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
や
相
次
ぐ
台
風
な
ど
に
よ
る
災

害
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
年
と
な
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
我
が
国
経
済
全
般
を
見
て
も
、
一
部
に
は

緩
や
か
な
回
復
が
続
い
て
い
る
と
の
見
方
も
あ
り

ま
す
が
、
歴
史
的
と
も
言
え
る
円
高
や
欧
州
の
信
用

不
安
な
ど
に
よ
り
、
先
行
き
は
極
め
て
不
透
明
で
あ

り
、
特
に
、
地
方
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
十
一
月
二
十
四
日

に
東
京
で
開
催
し
た
第
五
十
一
回
商
工
会
全
国
大

会
で
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
を
期
し
て
、
被
災
地
に
対
す
る
継
続
的
か
つ

強
力
な
支
援
の
実
施
と
と
も
に
、
地
方
に
活
力
を

与
え
る
景
気
対
策
の
実
行
や
、
中
小
・
小
規
模
企

業
対
策
の
拡
充
・
支
援
体
制
の
強
化
等
を
、
政
府

等
に
対
し
強
く
訴
え
る
こ
と
を
決
議
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
今
こ
そ
原
点
に
立
ち
返
り
、
我
々
商
工

会
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
使
命
が
あ
る
こ
と
を
再 

 

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
第
一
は
、
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
徹
底
し

た
巡
回
訪
問
に
よ
り
、
会
員
支
援
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

と
ら
え
き
め
細
や
か
な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ

り
、
二
つ
目
は
、
尐
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
合
併
に

よ
っ
て
、
従
来
の
役
場
や
農
協
な
ど
の
機
能
が
失
わ

れ
、
限
界
集
落
が
発
生
す
る
な
ど
、
疲
弊
を
極
め
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
活
動
を
積
極
的
に
展
開

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
に
根
差
し
た
、
唯
一
の
総
合
経
済
団
体
で
あ

る
商
工
会
が
、
「
行
き
ま
す 

聞
き
ま
す 

提
案
し
ま

す
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
巡
回
訪
問
を

一
層
強
化
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
最
後
の

砦
と
し
て
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
高
齢
者
福
祉
、
伝

統
文
化
の
継
承
も
含
め
た
地
域
を
支
え
る
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

一
昨
年
の
商
工
会
法
施
行
五
十
周
年
を
経
て
、
今

後
の
新
た
な
五
十
年
に
向
け
た
礎
を
築
く
に
あ
た

り
、
今
年
は
、
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
べ

く
、
商
工
会
の
二
つ
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、

組
織
力
の
一
層
の
強
化
に
取
り
組
む
年
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
一
層
の
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
全
国
の
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
関
係

各
位
に
と
り
ま
し
て
今
年
が
明
る
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年 

元
旦 

 
 

年
頭
に
あ
た
っ
て 

青
森
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会 

会
長 

中
美 

久
里
子 

 

県
内
女
性
部
員
を
は
じ
め
、
各
位
と
と
も
に
新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
は
も
と
よ
り
全
国

に
そ
の
影
響
が
及
び
ま
し
た
。
私
た
ち
女
性
部
も
あ
ま
り
の
被
害
の
甚
大

さ
に
、
福
島
県
で
予
定
さ
れ
て
い
た
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
震
災
当
初
よ
り
、
同

志
で
あ
る
女
性
部
員
を
は
じ
め
、
被
災
地
の
み
な
さ
ん
の
早
期
復
旧
・
復

興
を
目
指
し
全
国
の
女
性
部
が
一
致
協
力
し
様
々
な
支
援
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
我
が
青
森
県
女
性
部
も
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
ま
し
て
、

全
女
性
連
が
実
施
し
た
「
商
工
会
女
性
部
ぽ
か
ぽ
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

賛
同
し
湯
た
ん
ぽ
と
ア
イ
ロ
ン
の
寄
贈
を
岩
手
県
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
県
内
活
動
と
し
て
は
若
手
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
「
女
性

部
お
す
す
め
郷
土
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」
の
実
験
事
業
を
展
開
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
成
果
を
活
か
し
つ
つ
、
新
幹
線
開
業

を
契
機
と
し
た
地
域
観
光
に
焦
点
を
あ
て
、
女
性
部
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
も

地
域
特
性
を
よ
く
捉
え
、
地
元
住
民
で
あ
っ
て
も
地
域
文
化
を
再
発
見
で

き
た
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
女
性
部
員
及
び

関
係
職
員
の
ご
努
力
に
対
し
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
年
は
辰
年
。
十
二
支
の
中
で
は
唯
一
、
架
空
の
生
き
物
で
あ
り
ま
す

が
、
天
に
昇
る
龍
『
昇
龍
』
の
言
葉
ど
お
り
、
景
気
や
地
域
活
力
が
尐
し

で
も
昇
る
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

特
に
女
性
部
は
、
一
年
休
止
と
な
っ
た
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が

七
月
に
青
森
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以

上
に
青
森
県
千
四
百
名
の
女
性
部
員
の
英
知
を
結
集
し
、
同
大
会
の
成
功

と
地
域
活
性
化
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 



平成 24 年 2 月 ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

年
頭
に
あ
た
っ
て 

青
森
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会 

会
長 

濱
谷 

浩
文 

 

平
成
二
十
四
年
の
初
春
を
迎
え
、
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
旧
年
中
は
青
年
部
な
ら
び
に
本
県
青
連
の
事
業
に
商
工
会

員
の
皆
様
、
青
年
部
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か
ら
特
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
、
三
月
十
一
日
に
「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し
、
県
内
を
は
じ

め
、
東
北
、
そ
し
て
日
本
中
が
自
然
災
害
の
猛
威
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。

震
災
発
生
以
来
、
県
内
の
青
年
部
で
は
被
災
地
へ
行
き
、
炊
出
し
や
物
資

輸
送
、
瓦
礫
撤
去
作
業
な
ど
、
様
々
な
支
援
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
単
年
度
で
は
な
く
長
期
的
に
被
災
地
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
県
も
被
災
県
で
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
か
ら
心
温
ま
る
励
ま

し
の
お
言
葉
や
義
援
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
義
援
金
は
被
災
し
た
地
域
の
商
工
会
青
年
部
に
、
一
部
は
復

興
支
援
の
為
に
、
一
部
は
被
災
し
心
に
深
い
傷
を
負
っ
た
子
供
達
の
為
に

本
を
購
入
し
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
「
が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
！
！
が
ん

ば
ろ
う
！
青
森
！
！
」 

ま
た
、
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業
と
し
て
、
経
営
研
修
や
地
場
産
品
を

使
っ
た
商
品
の
研
究
・
開
発
、
農
商
工
連
携
、
子
供
達
の
職
業
体
験
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
各
地

域
の
特
産
品
や
特
性
を
活
か
し
た
事
業
等
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
平
成
二
十
四
年
、
青
森
県
青
連
・
女
性
連
四
十
五
周
年
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
県
青
連
・
女
性
連
合
同
で
の
四
十
五
周
年
式
典
を
挙
行
す

る
予
定
で
す
。
四
十
五
周
年
と
い
う
節
目
に
あ
た
り
、
今
一
度
青
年
部
の

原
点
で
も
あ
る
「
地
域
振
興
の
先
駆
者
と
な
る
」
た
め
に
、
地
域
経
済
を

支
え
る
若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
団
体
と
し
て
、
自
立
し
た
経
営
者
と
な

る
た
め
の
「
資
質
向
上
事
業
」・「
研
修
事
業
」
並
び
に
「
地
域
貢
献
活
動
」

を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
商
工
会
員
の
皆
様
、
部
員
の
皆
様
、
関
係
各

位
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
日
（
土
）、
青
森
市
に
お
い
て
青
森
県
商
工
会
青
年
部
連

合
会
青
年
部
員
等
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
（
会
場
：
ア
オ
モ
リ
ボ
ウ
ル
）
並
び
に
親

睦
交
流
会
（
会
場
：
ね
ぶ
た
の
國
た
か
久
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
県

内
青
年
部
員
の
交
流
の
場
を
設
け
、
組
織
強
化
並
び
に
活
性
化
を
目
的
に
開
催
さ
れ

今
回
で
十
一
回
目
と
な
り
ま
す
。 

当
日
は
青
年
部
員
・
青
年
部
Ｏ
Ｂ
合
わ
せ
て
五
十
一
名
が
参
加
し
、
賞
品
に
は
各

地
域
の
特
産
品
を
持
ち
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

ボウリング大会結果 

【個人の部】 

優勝 蛯名 重仁（上北町） 363 スコア(2 ゲーム) 

２位 菊地 聡明（深浦町） 357 

３位 松野 公輝（平内町） 303 

【団体の部】 

優勝 蛯名重仁（上北町）・大槻 淳（東通村）ペア 

２位 菊地聡明（深浦町）・角谷哲仁（野辺地町）ペア 

個
人
・
団
体
二
冠
の
蛯
名
重
仁
君 

（
後
列
左
か
ら
二
番
目
） 
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【
一
月
一
九
～
二
〇
日
】 

 

・
㈱
ト
ー
サ
ム 

 
 
 

（
市
浦
商
工
会
） 

 

【
一
月
二
一
～
二
三
日
】 

・
㈲
ア
ラ
コ
ウ
水
産 

 

（
平
内
町
商
工
会
） 

・
㈲
白
龍
産
業
つ
が
る
女
性
加
工
部 

（
つ
が
る
市
商
工
会
） 

・
㈱
つ
が
る
地
球
村 

 

（
つ
が
る
市
商
工
会
） 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
な
ぎ
元
気
倶
楽
部 

（
金
木
商
工
会
） 

 

【
一
月
二
四
～
二
五
日
】 

・
㈱
尾
野
建
設 

 
 
 

（
つ
が
る
市
商
工
会
） 

・
街
の
駅 

あ
る
び
ょ
ん
（
つ
が
る
市
商
工
会
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いらっしゃいませ～  対応するスタッフ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも元気な㈱トーサム八木澤さん         商品販売ＰＲに、スタッフたちも意欲満々 

今日も笑顔でしじみ商品をＰＲ 

 

 

県
内
外
観
光
客
へ
商
品
を
Ｐ
Ｒ
販
売 

「特
産
品
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
」開
催 

 一
月
十
九
日
（
木
）
～
二
十
五
日
（
水
）（
社
）

青
森
県
物
産
振
興
協
会
の
協
力
を
得
て
、
新
青
森

駅
旬
味
館
内
「
旬
味
市
」
に
お
い
て
、
青
森
県
商

工
会
特
産
品
テ
ー
ブ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。 

本
事
業
は
、
青
森
県
商
工
会
連
合
会
特
産
品
販

路
開
拓
広
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
物
産
展
出
展
支
援

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

地
域
特
産
品
販
売
Ｐ
Ｒ
機
会
提
供
支
援
と
い
う

観
点
か
ら
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
一
周
年
と
い

う
契
機
を
活
用
し
な
が
ら
、
県
内
外
観
光
客
の
活

動
拠
点
と
な
る
新
青
森
駅
構
内
「
旬
味
館
」
に
お

い
て
、
事
業
者
自
ら
が
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

等
を
行
い
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
登
録
支
援
商
品
等
を

積
極
的
に
販
売
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
い

た
し
ま
し
た
。 

会
場
で
は
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
中
心

に
、
自
社
の
商
品
を
販
売
、
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
関
係

者
と
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
積
極
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。 

出
展
し
た
事
業
所
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 
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あなたのまちの元気な企業 ！！ 
地域資源活用事業の認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

「産
地
加
工
」に
よ
る
平
内
産
（陸
奥
湾
産
） 

ホ
タ
テ
・ナ
マ
コ
の
加
工
食
品
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
・販
売 

 

平
内
町 

有
限
会
社 

ア
ラ
コ
ウ
水
産 

 
平
内
町
は
、
陸
奥
湾
に
面
し
て
お
り
養
殖
ホ
タ
テ
が
盛
ん
で
、
生
産
量
は
日

本
一
で
あ
り
ま
す
。
ナ
マ
コ
も
近
年
は
、
陸
奥
湾
産
ナ
マ
コ
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド

化
さ
れ
て
お
り
、
水
産
業
の
も
う
一
本
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

当
地
域
に
は
、
ホ
タ
テ
の
生
剥
き
や
ボ
イ
ル
加
工
等
を
行
う
一
次
加
工
の
事

業
所
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
更
に
付
加
価
値
を
高
め
る
二
次
・
三
次
加
工
を
施

す
加
工
食
品
製
造
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
に
着
手
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
は
、
ホ
タ
テ
・
ナ
マ
コ
の
一
次
加
工
を
主
に
手
掛
け
て
い
ま
し
た

が
、
将
来
の
安
定
的
な
水
産
業
の
維
持
の
為
に
は
加
工
の
付
加
価
値
が
必
要
と

判
断
し
事
業
化
に
向
け
検
討
し
ま
し
た
。 

魚
介
類
の
加
工
食
品
は
、
冷
蔵
・
冷
凍
の
商
品
が
多
い
の
が
実
情
で
す
。 

本
事
業
で
開
発
す
る
商
品
は
、
冷
蔵
設
備
に
左
右
さ
れ
な
い
常
温
扱
い
の
加

工
食
品
と
し
、
「
産
地
加
工
」
に
よ
る
新
鮮
素
材
を
活
用
し
た
、
誰
も
が
次
々

と
楽
し
め
る
シ
リ
ー
ズ
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

【企 業 概 要】 

事業所名 有限会社アラコウ水産 

代 表 者 代表取締役 荒川 幸一 

資 本 金  300 万円 

創 業 平成１４年１１月 

従 業 員 21名 

住 所 平内町狩場沢字堀差 61-11 

電 話 017-575-2652 

Ｆ Ａ Ｘ 017-575-2655 

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
果
実
と
葉
に
よ
る 

ヘ
ル
シ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
商
品
開
発
・販
売 

 

鶴
田
町 

農
業
生
産
法
人
合
同
会
社 

津
軽
ぶ
ど
う
楽
園 
 

鶴
田
町
に
あ
る
農
業
生
産
法
人
合
同
会
社
津
軽
ぶ
ど
う
楽
園
は
、
平
成

二
十
三
年
九
月
三
十
日
付
け
で
、
東
北
経
済
産
業
局
・
東
北
農
政
局
よ
り

地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

青
森
県
は
、
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
生
産
が
全
国
の
八
割
を
占
め
、
鶴
田
町

に
お
い
て
は
、
青
森
県
産
の
六
割
を
生
産
す
る
日
本
一
の
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン

産
地
で
す
。 

 

同
社
は
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
の
生
果
の
生
産
販
売
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
百

パ
ー
セ
ン
ト
ジ
ュ
ー
ス
等
の
商
品
を
販
売
し
て
お
り
、
今
回
の
事
業
計

画
で
は
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
に
含
ま
れ
る
成
分
（
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
等
）
に

着
目
し
安
全
安
心
な
商
品
を
開
発
し
な
が
ら
、
生
産
か
ら
加
工
販
売
ま

で
を
行
う
同
社
の
核
と
な
る
事
業
と
し
て
地
域
特
産
物
で
あ
る
ス
チ
ュ

ー
ベ
ン
の
更
な
る
価
値
の
向
上
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
は
試
作
品
開
発
の
段
階
で
す
が
、
本
事
業
遂
行
を
機
に
地
元
農

業
者
、
関
係
者
各
位
の
連
携
を
強
化
し
地
域
に
お
け
る
多
様
な
商
品
開

発
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
雇
用
拡
大
と
所
得
向
上
等
地

域
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

【企 業 概 要】 

事業所名 農業生産法人合同会社津軽ぶどう楽園 

代 表 者 代表取締役 須郷 貞次郎 

資 本 金 100 万円 

創 業 平成２１年９月１０日 

住 所 鶴田町大字境字鶴住 335-1 

電 話 0173-23-1621 

Ｆ Ａ Ｘ 0173-26-6615  

Ｕ Ｒ Ｌhttp://tsugarubudou.web.fc2.com/ 
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公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
独
占
禁
止
法
及
び
下
請
法
の
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
内
容
、
ご
希
望
に
よ
り
公
正
取
引
委
員
会
の
窓
口
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

○
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
で
は
あ
り
ま
す
ん
か
？ 

◆
ど
ん
な
情
報
交
換
を
す
る
と
問
題
な
の
？ 

◆
取
引
先
が
代
金
を
一
方
的
に
減
額
し
て
い
る
。
買
い
た
た
き
に
遭
っ
て
い
る
。 

注
文
通
り
な
の
に
返
品
さ
れ
た
！
下
請
法
違
反
じ
ゃ
な
い
の
？ 

  

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
独
占
禁
止
法
や
下
請
法
に
照
ら
し
て
問
題

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

内
容
、
御
希
望
に
よ
り
公
正
取
引
委
員
会
の
窓
口
を
迅
速
に
御
紹
介
し
ま
す
。 

公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
御
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
対
処
、
的
確
な
対
応
を
い
た

し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
す
は
… 

◎
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局 

東
北
事
務
所 

電
話
：０ 

２ 

２ 

‐ 

２ 

２ 

５ 

‐ 

７ 

０ 

９ 

５ 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 

独

占

禁

止

法

相

談

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の 

ご

利

用

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。 

津
軽
海
峡
産
「
活
〆
あ
ん
こ
う
」
の
独
自
流
通
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と

「あ
ん
こ
う
鍋
セ
ッ
ト
」、
加
工
品
等
の
開
発
・販
売 

 
風
間
浦
村 

株
式
会
社 

駒
嶺
商
店 

 
 

風
間
浦
村
の
地
域
産
業
資
源
で
あ
る
「
あ
ん
こ
う
」
は
、
地
域
独
自
の
あ
ん
こ
う
漁

法
に
よ
り
生
き
た
ま
ま
水
揚
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
こ
の
「
生
き
た
ま
ま
水

揚
さ
れ
る
」
と
い
う
特
性
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
他
の
魚
と
同
じ
よ
う
に
鮮
魚
の

ま
ま
市
場
を
経
由
し
て
出
荷
さ
れ
、
他
県
産
の
あ
ん
こ
う
不
足
時
の
代
用
と
し
て
流
通

し
て
い
ま
し
た
。 

 

同
社
で
は
、
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
「
あ

ん
こ
う
の
付
加
価
値
向
上
」
の
た
め
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
特
産
品
開
発
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

現
在
は
、
首
都
圏
の
あ
ん
こ
う
料
理
の
老
舗
向
け
「
活
〆
あ
ん
こ
う
」
の
出
荷
及
び

家
庭
で
も
味
わ
え
る
「
あ
ん
こ
う
鍋
セ
ッ
ト
」
の
販
売
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
「
あ
ん
肝
」
「
共
和
え
」
な
ど
の
加
工
品
か
ら
「
肝
の
薫
製
」
と
い
っ
た
高
級
珍
味

な
ど
を
開
発
し
、
全
国
に
誇
れ
る
「
活
〆
あ
ん
こ
う
」
の
生
産
地
と
し
て
の
地
位
の
確

立
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 

【企 業 概 要】 

事業所名 株式会社 駒嶺商店 

代 表 者 代表取締役  駒嶺 剛一 

資 本 金 1,000 万円 

設 立 昭和４４年 

住 所 風間浦村大字蛇浦字新釜谷 

2-3 

電 話 0175-35-2211 

Ｆ Ａ Ｘ 0175-35-2077  

Ｕ Ｒ Ｌ  http://komamine.co.jp/ 

編集後記 

新しい年を迎え、

これから商工会に

おいては多忙の時

期となります。今

冬は大雪による寒

さやインフルエン

ザの蔓延などで体

調も崩しがちです

ので、体調管理に

ご留意下さい。 

また、冬のイベ

ントなど開催され

ると思いますが、

情報などもお待ち

しておりますので

県連までご連絡下

さい。写真もある

と助かります。 

（橋本） 



平成 24 年 2 月 ⑦ 

 

 

 

 

 平成２１年に改正された育児・介護休業法のうち、常用労働者数１００人以下の事業主 

に対し適用猶予されていた以下の事項について、平平成成２２４４年年７７月月１１日日よよりり全全面面施施行行となり 

ます。事業主の皆様には、就業規則等の規定の整備をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）各制度とも、利用は労働者の申出によります。 

 

 

 

 

 

 

・常用労働者数１０人未満の事業場の場合、就業規則の作成・届出の義務 

はありませんが、育児短時間勤務については措置を講ずる義務があるた 

め、内規等で制度を定めることが必要です。 

      ・上記２及び３の制度は、法律上、労働者の権利として定められていますが、 

       制度が導入され、内規等でこれを定められるべきものであることにご留意 

ください。 

 

 

※ お問い合わせは、青青森森労労働働局局雇雇用用均均等等室室  までどうぞ。 

    （TEL ０１７－７３４－４２１１、FAX ０１７－７７７－７６９６） 

  

制度の概要 対象となる労働者

１．育児短
時間勤務

(1)３歳に満たない子を養育する労働者が、
　　１日の所定労働時間を短縮できる制度
(2)１日の所定労働時間について、原則６
　　時間　（５時間４５分から６時間まで）
　　とする
(3)事業主には措置を講ずる義務があり、
　　就業規則等に規定し制度化することが
　　必要

(1)３歳までの子を養育する男女労働者
　　（パートなど期間雇用者も対象となり
　　　ます。）
(2)以下の労働者は対象外
　①日雇労働者
　②１日の所定労働時間が６時間以下の労
　　　働者
　③労使協定を締結すれば、勤続１年未満
　　　等一定の労働者の除外可

２．育児の
ための所定
外労働の
制限

(1)３歳に満たない子を養育する労働者が、
　　所定外労働を免除される制度
(2)申出は、１回につき１か月以上１年以内
　　の期間で、開始予定日の１か月前まで
　　に申し出ることが必要
(3)申出回数に制限無し

(1)３歳までの子を養育する男女労働者
　　（パートなど期間雇用者も対象となり
　　　ます。）
(2)以下の労働者は対象外
　①日雇労働者
　②労使協定を締結すれば、勤続１年未満
　　　等一定の労働者の除外可

３．介護休
暇

(1)要介護状態にある対象家族の介護その
　　他の世話のために、年次有給休暇とは
　　別に取得できる休暇制度
(2)対象家族１人の場合は年５日、２人以上
　　の場合は年１０日まで、取得可能
(3)緊急を要する場合も考えられるため、当
　　日の電話等口頭の申出も認め、書面等
　　提出は事後でも可とする等柔軟な対応
　　が求められる

(1)要介護状態にある対象家族の介護その
　　他の世話をする男女労働者
　　（パートなど期間雇用者も対象となり
　　　ます。）
(2)以下の労働者は対象外
　①日雇労働者
　②労使協定を締結すれば、勤続６か月未
　　　満等一定の労働者の除外可

     当社は、常用労働者数１０人未満ですが、就業規則に育児短時間 

勤務制度等を記載し労働基準監督署へ届け出る必要がありますか？ 

 



平成 24 年 2 月 ⑧ 
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